
形北小 学校経営評価アンケートから 

 

 児童アンケートについては、昨年度はアンケートを低学年と高学年別々にとり、それぞれ集計しま

したが、今年度は、全校同じアンケートを実施しました。したがって、結果を単純に昨年度と比較す

ることができませんが、特徴的な項目について考察していきます。 

 まず、多くの質問に対して「そう思う」「ややそう思う」と好意的に答えた児童の割合は、９０％前後

が多く、子どもたち自身おおむね良好な学校生活を送っていると感じていることがうかがえます。 

 地域との関わりに関する質問(P.5 中段、P.6 上段)をご覧ください。子どもたちは地域との関わりを

楽しいと感じ、その成果も自覚している子が多いと思われます。今後も、地域に根付いた学習を取

り入れることで、学習効果を上げるとともに、ふるさとを愛する心を育んでいきたいと思っています。 

 

 続いて保護者アンケートです。ほとんどの項目で昨年並みの結果が出ており、おおむね８割以上

の保護者が学校に対して好意的な回答をしています。しかし、ご自分の子どものことになるとやや

評価が厳しくなる傾向があります。「自ら学習に取り組んでいる」(P.2 上段)は「そう思う」「ややそう思

う」の合計が６５％と低くなっています。同じように「失敗を恐れずに、挑戦しようという気持ちがある」、

「地域とかかわることでふるさとを愛する心が育ってきている」、「地域とかかわることで幅広い知識

や技能を身につけてきている」(P.5)などに、好意的な回答が少なくなっています。しかし、昨年と比

べるとわずかではありますが、どの項目も好意的な回答は増加しています。そして、「まちぐるみで

子どもたちを育てていくことが大切である」(P.6上段)には、昨年も今年度も９割を超える保護者が肯

定的に答えています。 

 このことから、保護者に地域ぐるみの教育の必要性は伝わっているけれど、その成果が十分伝わ

るまでには至っていないと言えます。児童アンケートの結果から子どもたちは、地域に根付いた学

習の意義や楽しさを感じているので、その様子や成果を保護者にわかりやすく伝えていくことが必

要だと思っています。 

  

９０％の子どもが 「学校に行くのは楽しい」と答えたことは率直に喜び、自信をもって取り組んで

いきます。また、学校を楽しく感じていない１０％の子どもを置き去りにすることなく、充実感や達成

高められるように教育活動を進めていきます。 

昨年度からコミュニティｽｸｰﾙ（地域と学校が「めざす子どもの姿」を共有して、パートナーとして教育

活動を進める取り組み）が始まりました。今後も、地域の方々とかかわり合いながら学習や活動を進

め、めざす姿である「ふるさとを愛する人」「自分の意見をもつ人」を育てる教育活動をしていきます。 

お忙しいなか、学校経営評価アンケートにご協力いただきまして、ありがとうございました。 

  



 令和 6年度 学校評価アンケート（保護者）集計結果 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

  



 令和 6年度 学校評価アンケート（児童）集計結果 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 


